
〈研修内容〉
○講義 演題 「聞いて終わり、にさせない変化を起こすリバース会議とは」
○演習「リバース会議に仕込まれているポイント解説」

「ワークショップ～できないメソッド」
講師 NPO法人上田市民エネルギー 藤川 まゆみ 氏

出会いと対話でつくる共生社会

地域づくり推進研修 令和８年(2026年)６月４日(木)

「聞いて終わりにしない講演会・研修の在り方」をテーマに、参加者同士の対話と共感
を通じて主体的な学びを促す「リバース会議」手法の理解と体験を目的に実施しました。
リバース会議の体験を通して、「聞くだけ」の研修から一歩進み、対話を通じて主体的
に学ぶ重要性を実感し、具体的な進行方法やツールを体験したことで、現場での活用
イメージを持つことができ、「すぐに実践したい」という受講者の意見も聞かれました。
また、多様な立場の参加者との意見交換を通じて共感と関係性の大切さを理解し、協
働による課題解決への意識が高まった、大変充実した講座となりました。

受講者アンケートから

●多様な他者と協働こ関係性を構築する上での、実用性のあるヒントをいただきました。

（県・国職員）

●はじめてリバース会議を知ったが丁寧に説明いだだき、その意義・やり方などを詳し

く学べた。（学校教職員）

●ワードクラウドやオーディエンスQ＆A活用してみたいと思います。言葉に発せられな

いことも気軽に意見できるという体験も良かったです。（一般）

●できないメソッドを取り入れてみたい。（諸団体）

●内容もさることながら、リバース会議、できないメソッドをアレンジしてやってみたい。

（学校教職員）

●妄想する。できないことを出す。この中に、たくさんの解決のカギがあると思いました。

そんなものがたくさん飛び交う場があるといいなと思いました。自分事にしていく時

には「痛い現実を見る」ことも一人一人肝に銘じることは大事だと感じました。（学校

教職員）

持続可能なまちづくりでゼロカーボンが進む？
～まちづくりや探究学習が自分事になる講演会の作り方～

（受講者 24名）
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